
 

学校だより                       宝達志水町立相見小学校 

令和４年３月２４日（木） 

 №.２１ 

                           文責  清水ひとみ 

めざす児童像 ： 自ら学びとる子 思いやりのある子 自ら鍛える元気な子 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 

 

令和３年度卒業証書授与式 卒業生１７名 3/1７（木） 
 ３月１７日(木)、第５５回卒業証書授与式が行われました。この1年間、最上級生として活躍し

た１７名（男子８名・女子９名）の子ども達が、伝統ある相見小学校を巣立っていきました。相見

小の卒業生は、2,734号を数えます。昭和43年の第1号から数えての総数です。脈々と続く歴史を

感じます。 

春のミニ遠足、夏の鹿島少年自然の家への日帰り体験、秋の運動会・相見っ子祭りなどの学校行

事や委員会活動、朝の縦割り班でのあいさつ運動など、よく頑張ってくれました。コロナ禍が続く

中、様々な制限が余儀なくされ、色々と工夫が求められました。そのような中であっても、明るく、

元気に活動し、最高学年としての役割を立派に果たしてくれました。下級生の見本となりました。

また、私達教職員に、元気と勇気を与えてくれました。日々の授業においても、真剣に考える姿が

ありました。確かな成長を見ることができました。この素晴らしい卒業生の卒業式での姿を、たく

さんの方々に是非見せたかったです。 

４月からは、宝達中学校です。５つの小学校から生徒が集います。新しい世界の中であっても、

健康で前向きに進む「伸びゆく相見っ子」であって欲しいと願います。私たち教職員も在校生とと

もに、卒業生の活躍を応援し、見守りたいと思います。 

そして、在校生代表として式に参加した５年生２０名。素晴らしい姿でした。準備から後始末ま

で、来年、最高学年になる自覚と受け継ぐ覚悟をひしひしと感じました。今後の活躍が楽しみです。 

 

凛々しい卒業生 17名 ありがとう さようなら 

松浦 都 さん（麦生）より、フリージアをたくさんいただきました。 
お花でいっぱいの卒業式になりました。ありがとうございました。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

時間 

「何時何分」 

長さ 

「〇㎝〇㎜」 

・三角形の 

  特ちょう 

・暗算 

都道府県の名前 

（九州地方） 

算数公式 

面積・速さ 

時代をこえて 

  伝わる古典 

[古事記・万葉集等] 

【4月の主な行事】 

４日（月）  学担発表   9:00 

      入学式準備 13:20 

（新6年生登校） 

5日（火）  新任式・始業式・入学式 

５日～15日  春の全国交通安全運動 

６日（水）  給食スタート 集団下校指導 

８日（金）  身体測定全学年 

11日（月）  見守り隊結成式・交通安全教室 

１４日（木）  歯科検診 

 

※あくまでも予定です。コロナウイルス感染

状況によっては変更や中止があります。そ

の際には、学校メールでお知らせします。 

 

令和３年度が終わろうとしています。春・夏・秋そ

して冬を越えて、また春が巡ってきました。春の日差

しは、暖かく感じます。いよいよ新しい学年へ進級の

時です。どの学年の子ども達にも確かな成長が見られ

ました。一年前とは全く違います。心も体も成長しま

した。賢くなりました。 

担任の先生と学習を真面目に積み上げてきた子ども

達です。素直で頑張る子ども達です。自学ノートに全

校で取り組みました。読書もたくさんしてきました。

だからこそ、本校児童の学力は安定しているのだろう

と思います。それも保護者の皆様、地域の方々の支え

があってのことです。 

保護者の皆様や地域の方々には、本校の教育活動に

ご理解とご協力をたくさんいただきました。心よりお

礼申し上げます。ありがとうございました。 

春休み中には、新しい学年に進級する心構えをもっ

て過ごさせてください。くれぐれも事故にあわないよ

うに、安全で楽しい休みとなるようにお願いします。 

 

 

１年の終わり・修了式を迎えます 
 

 

 

校長先生検定 ～ 学年の基礎力定着を ～ 

 

 
校長先生検定３学期版を終えました。子ども達は、少し緊張気味に校長室へ入ってきて、「合格！」

と言われると、大喜びです。待っている友達から思わず拍手がおこることもあります。すっきりと

した自慢顔で校長室をあとにします。 

課題（下表参照）は、どの学年も基礎的なもので、「さっと言えるようにすること」、つまり、 

徹底させることを目指しています。そうすることで、次の学習の役に立ちます。生かされます。 

 

「おにぎりに挑戦！」を終えて   

～１年生～ 

感謝の心を持つとともに、地元のおいし

さを味わいました。 

３年生 

三角おにぎり

にも挑戦した

よ！ 


